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未来医療開発コンソーシアム

用
軽
減
が
期
待
で
き
る
ヘ
テ
ロ
２
本
鎖

核
酸
技
術
を
研
究
。
難
治
性
疾
患
の
治

療
を
は
じ
め
、
加
齢
変
化
に
対
す
る
先

制
医
療
に
展
開
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
「
応
用
研
究
拠
点
」は
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
の
強
み
で
あ
る
、
難
病
、
が
ん
、

生
活
習
慣
病
の
治
療
法
開
発
を
行
う
。

具
体
的
な
疾
患
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、

基
礎
研
究
か
ら
各
種
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

そ
れ
ら
を
解
析
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
ま
で
を
統
合
し
、
臨
床
応
用
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

７
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
１
つ
で
あ
る「
免

疫
異
常
症
ユ
ニ
ッ
ト
」で
は
、
関
節
リ

ウ
マ
チ
や
免
疫
不
全
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー

Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
の
強
み
を
強
化
し

海
外
や
企
業
と
も
連
携

　

２
０
０
３
年
の
ヒ
ト
全
ゲ
ノ
ム
解
析

を
契
機
に
、
分
子
生
物
学
分
野
の
技
術

革
新
の
ス
ピ
ー
ド
は
一
気
に
加
速
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
医
療
の
形
も
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
そ
の
先
に

あ
る「
未
来
医
療
」の
実
現
を
目
指
し

て
、
２
０
１
８
年
12
月
、
統
合
研
究
機

構
先
端
医
歯
工
学
創
成
研
究
部
門
に

「
未
来
医
療
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

設
置
し
た
。
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

２
０
１
７
年
に
設
置
さ
れ
た「
創
生
医

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」に
続
く
ラ
イ
フ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
想
の
第
２
弾
と
し

て
企
画
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ
科
学
セ

ン
タ
ー
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
面
か

ら
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
体
制
に
つ
い
て
、

田
中
敏
博
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
長
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
医
療
系
総
合
大
学
の
強
み
を
生
か

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
や
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
な
ど
、
分
子
生

物
学
領
域
の
技
術
が
著
し
く
進
歩

す
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
先
端
技
術

を
ど
の
よ
う
に
応
用
に
つ
な
げ
て

い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
バ
イ

オ
バ
ン
ク
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
ゲ
ノ
ム
医
療
・
Ａ
Ｉ
シ
ス

テ
ム
等
の
開
発
お
よ
び
社
会
実
装

を
目
指
し
た「
未
来
医
療
開
発
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
設
置
。
臨
床
・

基
礎
両
面
に
お
け
る
強
み
を
生
か

し
、〝
オ
ー
ル
医
科
歯
科
〟体
制
で

「
未
来
医
療
」の
実
現
に
向
け
て
始

動
し
た
。

し
な
が
ら
、
産
学
官
の
連
携
拠
点
と
し

て
機
能
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
世

界
の
ト
ッ
プ
研
究
者
を
招
へ
い
す
る
な

ど
海
外
の
大
学
や
研
究
者
同
士
の
連
携

と
交
流
を
強
め
て
い
く
ほ
か
、
企
業
と

の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、
政
府
機
関
や
省
庁

と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
、
学
外
と
の
関

係
構
築
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
」

未
来
医
療
を
実
現
す
る
た
め
の

３
拠
点　

ユ
ニ
ッ
ト
で
構
成

　

未
来
医
療
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

「
基
礎
研
究
拠
点
」と「
応
用
研
究
拠

点
」、
そ
れ
ら
を
結
ぶ「
情
報
統
合
コ
ア

ユ
ニ
ッ
ト
」と
い
う
3
拠
点
で
構
成
さ

れ
る
。

　
「
基
礎
研
究
拠
点
」は
、
未
知
の
ゲ
ノ

ム
機
能
探
索
や
ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡

を
用
い
た
細
胞
構
造
解
析
、
ゲ
ノ
ム
編

集
、核
酸
医
薬
、ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
医
薬
と
い
っ

た
領
域
で
、
新
た
な
知
見
と
技
術
の
創

出
を
目
指
す
。

　

こ
の
拠
点
の「
革
新
診
療
技
術
開
発

ユ
ニ
ッ
ト
」で
は
、
近
年
注
目
度
の
高

い
核
酸
医
薬
の
中
で
も
、
遺
伝
子
発
現

制
御
に
対
す
る
有
効
性
が
高
く
、
副
作

疾
患
な
ど
の
免
疫
疾
患
に
関
し
て
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
や
疾
患
モ
デ
ル
を

確
立
す
る
こ
と
で
、
病
因
・
病
態
を
解

明
。
個
別
化
ゲ
ノ
ム
医
療
の
実
現
ま
で

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

基
礎
と
応
用
の
２
つ
の
拠
点
の
橋
渡

し
を
す
る「
情
報
統
合
コ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
」

は
、「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
実
現
ユ
ニ
ッ
ト
」

「
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
実
現
ユ
ニ
ッ

ト
」「
基
盤（
バ
イ
オ
情
報
バ
ン
ク
）ユ

ニ
ッ
ト
」か
ら
な
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

解
析
技
術
、
高
品
質
な
生
体
試
料
・
臨

床
情
報
の
管
理
提
供
、
さ
ら
に
生
命
倫

理
学
的
側
面
か
ら
、
各
拠
点
の
研
究
ユ

ニ
ッ
ト
を
支
援
し
て
い
く
。

未
来
医
療
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

田
中
敏
博
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
長
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キックオフシンポを開催
学内外に活動をアピール

　2019年12月９日には、「未来医療開発コ
ンソーシアムキックオフシンポジウム『未来
医療を拓く』」を開催。コンソーシアムについ
ての説明やユニットの研究内容を紹介する講
演のほか、中村祐輔特命教授が「人工知能
で医療はどう変わるのか？」と題した特別講演
を行い、未来医療の一翼を担うオーダーメイ
ド医療やAIホスピタル構想について話した。
　会場となったM&Dタワー鈴木章夫記念講
堂には学内外から多数の聴衆が来場し、こ
の取り組みへの関心の高さがうかがえた。
　「『未来医療』の開発というテーマを掲げる
このコンソーシアムは、東京医科歯科大学で
培われた様々な先端技術を社会実装する
ことを最終目標としています。コンソーシア
ムに関わる学内外のメンバーがそれぞれの
得意分野を生かして役割分担しつつ、連携
を強めながら目標に向かって進めていきたい
と考えています」
　田中コンソーシアム長がそう話すように、
このコンソーシアムが進む中で、未知の「未
来医療」が形作られていくことになる。

“オール医科歯科”体制で
「未来医療」を拓く

未来医療開発
コンソーシアム

応用研究拠点基礎研究拠点

情報統合コアユニット
ゲ
ノ
ム
機
能
探
索

先
端
ゲ
ノ
ム
編
集

ゲ
ノ
ム
機
能
制
御

難  

病

が  

ん

生
活
習
慣
病

省
庁
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

企
業
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

●ネオゲノム研究開発ユニット
レトロトランスポゾン遺伝子の
探索と機能解析

●細胞構造生理ユニット
クライオ電子顕微鏡による
構造・機能の解明

●難治性腸疾患ユニット
クローン病のOmics病因解析

●免疫異常症ユニット
疾患抵抗性遺伝子の探索

●顎顔面発達異常症ユニット
矯正歯科大規模画像DBによる
疾患解析

●希少腫瘍ユニット
●先端がん治療実現ユニット
希少腫瘍の高品質臨床DB構築
と病因解析

●難治性循環器疾患ユニット
心房細動・虚血性心疾患等の
予測・治療法開発

●長寿健康社会実現ユニット
健常人ゲノムDBに基づく
2型糖尿病リスク遺伝子等の
健康管理ゲノム情報構築

●ゲノムテクノロジー
開発ユニット
独自のPITChシステムを
基盤とした高効率ゲノム
編集技術開発

●革新診療技術開発ユニット
ヘテロ核酸・mRNAナノミセル
によるゲノム機能制御・医薬品開発

AIホスピタル
実現ユニット
病院臨床データの
統合管理による

AIホスピタルシステムの開発

インフォマティクス
実現ユニット
ゲノム・臨床情報
統合数理解析による
疾患関連因子探索

基盤
(バイオ情報バンク)
ユニット

高品質バイオバンク
の運営および
ネットワーク構築

TMDU
「未来医療開発」
 コンソーシアム


